
第1様式(1/3)

2026年度

時 期 ３年B巡 単元 実習 教科名

日産テキスト

２，３級電動パワートレイン

総時限 45時限 クロームブック 多賀

総時間 72.0時間 鈴木

単位数 2

1．実務経験のある教員による授業科目 該当

自動車新技術の該当箇所を事前に読んでおく。NIMについてHP等で調べておく。

本科目は、1単位あたり45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としている。

1単位の修得に必要となる学修時間の目安は、30～45時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）15～0

時間である。

指導する。

４．NIM関連の構造、機能、作動を確認し制御を理解する。

５．フロントカメラ、AVM、レーダセンサのエーミング方法を理解する。

６．NIMについての知識を深め、構成部品の役割、作動について説明ができるようにする

７．フロントカメラ、AVM、レーダセンサのエーミングを実車で出来るようにする。

４．高電圧取り扱い時の安全確認方法がわかる。

５．新技術について知識を身につける。

６．学修時間と単位

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

５．準備学習

２．ＥＶの使い方についてお客さまにアドバイスできる知識を身につける。

３．高電圧作業が実施できる。

CONSALTを使用しての各種エーミング作業

教科

担当

教科書等

持参品

一級自動車工学科

科 目 自動車整備作業 発行日

新技術

授業計画

NIMについての座学試験（インテリジェントドライビング）

2年次に学習した電気6（ＥＶ）について復習をしておく。

自動車整備士として、電気自動車の整備の実務経験がある教員により電気自動車の分解、組立、点検について

１．ＥＶの基本構造及び特徴を知り、お客さま応対時の基礎知識とする。

２．高電圧作業方法及び安全作業を習得する。

３．その時々の新技術について学習調査する。

１．お客さまのＥＶに関する質問に答えられる知識を身につける。



時 期 単元 教科名

８．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1~10 ZE1　リーフ 2

7~12 公用車ZE1 1

13~16 AA1 2

17~19 E13ノート 2

20~44 作業台 2

20~27 パーツ台（ステン） 6

28~35 フェンダーカバー 4

36~43 グリルカバー 4

44~45 リフト 4

コンサルトⅢpuls 2

耐電ゴム手袋 12

皮手袋 12

耐電ヘルメット 12

絶縁抵抗計 2

絶縁工具セット 1

クロームブック 各自

レーザー水平器 2個

レーダーエーミング用SST 1個

 ７．業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

一級自動車工学科 2026年度 授業計画

３年B巡 実習 新技術

ＥＶ概要　構造・作動

NIM座学、実習

NIM(踏み間違い、PPP)座学、実習

NIM(エマージェンシーブレーキ、プロパイロットパーキング)座学、実習

３グループに分かれローテーションで以下を実施※8時限交代

フロントカメラ&レーダセンサエーミング

AVMエーミング

プロパイロットパーキング体験

総合演習


